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1. 緒言 

Dewetting は固液界面にて液体が濡れずに自己凝集する現象であるが、固体同士の組み合わせにおい

てもバルクの融点以下の温度で薄膜が島状に自己凝集する solid-state-dewetting が報告され、結晶成長

やパターニングの新規手法として応用が進んでいる[1]。これまでに我々は solid-state-dewetting を使って、

SrTiO3(001)基板上に Fe3O4 の高品質なナノピラミッド構造を自己生成的に作製するプロセスを開発し

てきた[2]。この特異な dewetting を用いた Fe3O4の結晶成長を詳細に理解するために、レーザー顕微鏡

を用いた dewettingの in-situ観察を行ってきた[3]。本研究では dewetting現象の基板依存性について調べ、

より高品質な Fe3O4のナノ構造を作製するための制御パラメータについて探索した。 

2. 実験方法 

 パルスレーザー堆積法を用いて基板温度 400℃、酸素圧 10
-6 

Torr の条件下で 10nm の Fe3O4 薄膜を

SrTiO3と 0.05wt%ドープ SrTiO3(001)に上に作製した。成膜後、酸素圧を維持したまま 50℃/min の速度

で基板温度を 1200℃まで昇温し 150nmの Fe3O4を堆積

し、その後サンプルを室温まで急冷した。作製した試

料の評価には X 線回折(XRD)、光学顕微鏡を用いた。 

3. 結果および考察 

図１にサンプル表面の光学顕微鏡像の基板依存性を

示す。SrTiO3(001)基板上では Fe3O4 のピラミッド状の

結晶を作製することができたが、Nb:SrTiO3(001)基板上

では同様な実験条件で作製したにも関わらず、ピラミッド形状のナノ結晶を作製することはできなか

った。SrTiO3基板では dewetting によって凝集した島状結晶が種結晶として機能し、ナノピラミッド構

造が自己生成的に成長したのに対し、Nb:SrTiO3基板上では Fe3O4薄膜の dewetting が起き難くなってい

ることを示唆している。その原因として Nb をドープしたことによって変化する表面エネルギー、また

はエミシビティーの変化による基板温度の測定値の誤差が挙げられる。 
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図 1 各基板におけるサンプル表面の光学顕微鏡像 
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